感染対策管理委員会議事録

日時　：　2009年3月　12日（木）　15：30　～　16：00
場所　：　青南病院　４階ユーティリティ

司会　：鳥谷部　久美子　　　　　記録者：滝田　ヒロ子
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1、 今期感染報告状況（3/12現在）

地域施設利用者様は罹患者報告なし。

病棟患者様における発熱、下痢、嘔吐症状の患者様の状況報告。（3/12現在）
北病棟―4名（症状治まり隔絶解除）
南病棟―3名（結果待ち）
東病棟―3名（うち2名結果待ち）
西病棟―2名（下痢）

南山苑―7名（うち3名症状治まり隔離解除）

＊新たに症状あり：2F　5人（結果待ち）3F　1人（結果待ち）

2、疥癬について

南山苑～疥癬の感染状況報告（3/12現在）

2Ｆ・・・２２名（うち6名は疥癬確定・1名は疑い仮隔離・他は疑いで隔絶対応中。）

3／10　隔離解除者　5名

3／10　2名　体に湿疹あるのを発見し、隔離→3／11　疥癬の虫卵なく隔離解除（接触性皮膚炎、急性湿疹との事）

3、ノロウイルスについて

※予防対策報告

· 手洗いの励行（手洗いマニュアル参照）

· 清掃（0.1％塩素系消毒液の作り方マニュアル参照）

· ディスポ手袋・ディスポマスク・ディスポ食器・予防衣着用

· 発症者早目の隔絶対応

4、結核の検査の変更通達があった為マニュアルの見直し各部署へ配布

＜変更箇所＞

· 検査薬剤は、一般診断用精製ツベルクリン　一人用を用意する

· 発生時の対応として、医師より必要に応じＣＴの指示を頂き、検査依頼する

· 診断直後、直ちに保健所へ電話連絡し、発生届け提出する。

※無症状で病原体保有者について結核医療を必要としないと認められる場合は法に従い医師の届出は要しない。

5、医療機関における感染性角膜炎等の集団発生について

· 東京都内の医療施設において、レーシック手術を受けた患者様の内67名に医療器具の滅菌処理が不十分であったことなど、衛生管理の不徹底が原因であることが疑われる感染性角膜炎等の集団発生が生じ、厚生労働省医政局指導課より通達がありましたのでお知らせします（各病棟に設置してある感染症に関するお知らせファイルを参照）

6、今年度の振り返りについて

· 疥癬、ノロウィルス、結核、その他感染予防に関する検査、各部署への周知徹底に努めた。

· 院内研修で取り上げられたＱ＆Ａに対する回答を掲示できた。

1回目→7月：麻疹・新型インフルエンザ→参加率　74.3％

2回目→1月：インフルエンザ・Ｃ型肝炎→参加率　56.7％

· 主に新採用、中途採用職員へのトリゾンラブ容器所持確認の促しができた

· 委員会メンバーの参加率は、昨年度よりも良かった。

· 各マニュアル見直しは、メンバー皆さんの協力できちんと行うことができた。

· 医療廃棄分別点検チェツクは、やむおえず一人で行うこともあったが、滞りなく行う事ができた。

· サーベイランスも、滞りなく行う事ができた。

7、次年度に向けての提案（気付いた事）

· コメディカルにも、分かりや易いマニュアルを設置して頂くよう検討していく。

· サーベイランスについて、各病棟で当番制にしていくよう検討していく

· 罹患者発生と治癒の2部書式を引き続き、行うに当たって、次年度は各病棟の看護師にもできるように図って行きたい。書式もWIZの掲示板に掲示するか検討していく。

· 今年度の院内研修はテーマが重複した為か、2回目の参加率が悪かった。その点を踏まえテーマｰ等検討していく。

8、その他

· 3月分医療廃棄分別チェツク結果について

西病棟→感染性ボックス内に湿布が混入されていました

北病棟→非感染性ボックス内に酒精綿が混入されていました

※これらは、一般ごみ扱いとなる

